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現行 改定（案）

（ルート審査委員会）
第十一条 推進協議会に、ルート審査委員会を置く。

２ ルート審査委員会は、会長が任命する学識経験者等
複数名をもって構成する。
３ ルート審査委員会は、推進協議会の求めに応じて
シーニックバイウェイ北海道の推進に関する事項を
調査審議するものとする。
４ 前項に規定する事務のほか、ルート審査委員会は、
必要に応じ、推進協議会に対して、シーニックバイ
ウェイ北海道の推進に関する意見を提出することが
できるものとする。
５ 推進協議会は、前項の意見の提出があったときには、
これに配慮するよう努めるものとする。

（アドバイザー会議）
第十一条 推進協議会に、シーニックバイウェイ北海
道 アドバイザー会議（Scenicbyway Hokkaido 
Advisory Board）を置く。以下、アドバイザー会
議とする。
２ アドバイザー会議は、会長が任命する学識経験者
等複数名をもって構成する。
３ アドバイザー会議は、推進協議会の求めに応じて
シーニックバイウェイ北海道の推進に関する事項を
調査審議するものとする。
４ 前項に規定する事務のほか、アドバイザー会議は、
必要に応じ、推進協議会に対して、シーニックバイ
ウェイ北海道の推進に関する意見を提出することが
できるものとする。
５ 推進協議会は、前項の意見の提出があったときに
は、これに配慮するよう努めるものとする。

【提言１】1-1
・全道にシーニックの活動エリアが広がり、その大半が指定ルートとなっている。今後はルート審査
からルートへの助言が中心となり、組織の役割が変わってきていることから名称を変更する。

⇒「ルート審査委員会」から「アドバイザー会議」に名称を変更



シーニックバイウェイ北海道実施要綱の改定（案）

第二章シーニックバイウェイ北海道推進協議会

2

現行 改定（案）

（アドバイザー）
第十四条 推進協議会にアドバイザーを置くことができ
る。
２ アドバイザーは、求めに応じ、北海道におけるシー
ニックバイウェイの取組の推進について意見を述べる
ことができるものとする。
３ アドバイザーは、会長が任命する。

（パートナー）
第十四条 推進協議会にパートナーを置くことができ
る。
２ パートナーは、求めに応じ、北海道におけるシー
ニックバイウェイの取組の推進について意見を述べる
ことができるものとする。
３ パートナーは、会長が任命する。

【提言１】1-1
・「ルート審査委員会」の名称変更を踏まえ、シーニックバイウェイの取組の推進について意見を述
べる、現行の「アドバイザー」の名称を変更する。

⇒「アドバイザー」から「パートナー」に名称を変更
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５ 推進協議会は、第一項及び前項の報告を受けたとき
は、必要に応じ、ルート運営代表者会議及びルート
運営行政連絡会議に対し、ルート運営（活動団体が
行うルート運営活動計画の推進に関する取組並びに
ルート運営行政連絡会議の構成団体及び機関が行う
ルート運営活動計画の推進に資する取組をいう。以
下同じ。）の改善等に関する助言を行うことができ
るものとする。

６ 推進協議会は、前項の助言をするときは、あらかじ
めルート審査委員会の意見を聴くものとする。

７ ルート審査委員会は、前項の意見を求められたとき
は、必要に応じ、当該ルート運営代表者会議又は
ルート運営行政連絡会議に対し資料の提出を求める
ことができるとともに、自ら調査を行うことができ
るものとする。

８ 推進協議会は、第一項及び第三四項の報告を受けた
とき並びに第四五項の助言を行うときには、その内
容を公表するものとする。

９ 推進協議会は、第一項及び第三四項の報告があった
ルートについて、必要に応じ、ルート運営行政連絡
会議に参加していない行政機関等への連携の働きか
け等の支援措置を講ずることができるものとする。

５ 推進協議会は、第一項及び前項の報告を受けたとき
は、必要に応じ、ルート運営代表者会議及びルート
運営行政連絡会議に対し、ルート運営（活動団体が
行うルート運営活動計画の推進に関する取組並びに
ルート運営行政連絡会議の構成団体及び機関が行う
ルート運営活動計画の推進に資する取組をいう。以
下同じ。）の改善等に関する助言を行うことができ
るものとする。

６ 推進協議会は、前項の助言をするときは、あらかじ
めアドバイザー会議の意見を聴くものとする。

７ アドバイザー会議は、前項の意見を求められたとき
は、必要に応じ、当該ルート運営代表者会議又は
ルート運営行政連絡会議に対し資料の提出を求める
ことができるとともに、自ら調査を行うことができ
るものとする。

８ 推進協議会は、第一項及び第三四項の報告を受けた
とき並びに第四五項の助言を行うときには、その内
容を公表するものとする。

９ 推進協議会は、第一項及び第三四項の報告があった
ルートについて、必要に応じ、ルート運営行政連絡
会議に参加していない行政機関等への連携の働きか
け等の支援措置を講ずることができるものとする。

【提言１】1-1⇒「ルート審査委員」から「アドバイザー会議」に名称を更新
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